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　地球温暖化の影響で以前とは異なる環境となったと言われる北極海域で、特に中長期の変化に関して海洋の

影響が重要であることが観測からもモデル計算の結果からも示唆されている。しかしながら、現在および将来

の状況を高精度で理解するために必要とされる観測データは非常に限られている。 

　SYNOPTIC ARCTIC SURVEY (SAS)は、研究者からの発案による北極海における観測研究構想で、 2020年

（もしくは2021年）の夏季に国際連携による複数の砕氷船/研究船を用いた北極海をカバーする集中観測を実

施しようとするものである。そのゴールは、北極海の包括的なデータセットを作成し、近年の急速な環境変化

に伴って広く興味を持たれている北極海の海洋物理環境や循環の変化、二酸化炭素の取り込みや海洋酸性化の

進行状況、化学物質の分布と輸送、そして生物生産性や海洋生態系の変化を明らかにすることにある。SASに

よる包括的なデータセットは、今後数年、数十年、数世紀にわたって北極に広がる気候変化とその影響を追跡

することができる将来の研究のための唯一かつ決定的に必要とされる基礎を与える。 

　SASの実施に向けて、これまでに複数回のワークショップを行い、Science and Implementation Planを作成

してきた。このScience and Implementation Planを基にして、現在は各国でSAS National Teamを結成

し、実施に向けた準備を進めている。2018年1月にスウェーデンに続いて、日本でも第5回国際北極科学シン

ポジウム(ISAR-5)の際に会合を行い、Japan’s SAS National Teamを結成している。またSASのために、海洋

地球研究船「みらい」による太平洋側北極海でのGO-SHIP型の観測航海を計画している。本発表では、SASの

概要と、「みらい」による2020/2021年のSAS航海計画を紹介する。
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